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研究成果の概要（和文）：最初に健常な猫において、構成の異なる成分の市販フードを用いて給与後の糞便マイ
クロバイオームを調査した。結果として、高脂肪食および高繊維食で特徴的な糞便マイクロバイオームになるこ
とが分かった。また、高繊維食はやせ型の腸内細菌叢になることが分かった。また軟便、下痢の猫に対し、可溶
性繊維やプレバイオティクス繊維を含有したフードを与え、臨床症状や糞便マイクロバイオームに変化があるか
を検討した。その結果、臨床症状は大きく改善し、糞便マイクロバイオームにも変化が認められることが分かっ
た。これらの結果は、肥満や糖尿病および消化器疾患の猫の管理に有用な知見になると考えられる。

研究成果の概要（英文）：Healthy feline fecal microbiomes were investigated using commercial foods of
 different composition. High-fat and high-fiber diet resulted in specific composition of microbiome.
 It was also found that a high fiber diet results in a lean intestinal flora. We also investigated 
whether food containing soluble fiber and prebiotic fiber affect cats with loose stools and 
diarrhea. The clinical symptoms were significantly improved and the fecal microbiome was also 
changed. These results are considered to be useful findings for the management of cats with obesity,
 diabetes mellitus and digestive disorders.

研究分野：獣医内分泌学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は実際に健常猫や疾患を持つ猫に対して、市販のフードを与え、糞便マイクロバイオームや糞便の性状に
どのような影響があるかを検討した。結果として、成分の違いにより、糞便マイクロバイオームの組成が異なる
ことや、繊維の添加によって下痢などの症状が改善することが分かった。市販のドライフードを使用しているた
め、これらの結果はすぐに獣医臨床の現場に還元できるような有用な研究になったと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

現在ヒト医学領域でもかなり注目されているのが糞便のマイクロバイオームである。糞

便のマイクロバイオームとは腸内細菌叢のことであり、腸管内に存在する常在細菌のこと

である。従来は消化管内に存在する細菌を特定する方法は糞便細菌の培養が主な物であっ

た。しかしながら、腸管内は嫌気性であり、ほとんどの腸内細菌が培養法では検出されない。

一方、近年遺伝子解析技術の向上により、大量の遺伝子情報が正確にかつ安価に測定を行う

ことが可能となった。現在では次世代シーエンサーを用いて、ほとんどすべての腸内細菌の

解析ができる。細菌の組成は門構成、科構成、属構成および種構成など様々なレベルで比較

されるが、糞便のマイクロバイオームでは門構成で議論されることが多い。ヒトにおいて門

構成の中で主要なものは、Firmicutes 門、Bacteroidetes 門、Actinobacteria 門、

Proteobacteria門および Fusobacteria門である。また猫においても、ヒトと同様の門構成

であると報告されている。 

一般的に Firmicutes門およびBacteroidetes門は日和見菌が多く含まれ、Actinobacteria

門には善玉菌が多く含まれ、Proteobacteria門および Fusobacteria門は悪玉菌が多く含ま

れるとされている。例えば過敏性腸症候群のヒトの患者において Bacteroidetes 門および

Actinobacteria門が減少し、Firmicutes門および Proteobacteria門が増加することが知ら

れている。また潰瘍性大腸炎の患者では Fusobacteria門が上昇することも報告されている。

医学領域では肥満患者においてもすでに検討がされていて、糞便中の Bacteroidetes門が低

下し、Firmicutes門が上昇することが知られている。そのため、Bacteroidetes門が上昇し、

Firmicutes 門が低下している腸内細菌叢は痩せ形のタイプといわれている。ヒトの肥満患

者でのマイクロバイオームの不均衡を是正するために、食事療法による減量が行われ、実際

に細菌の構成が痩せ形のタイプに近づいたという報告がある。また、ヒトの二型糖尿病患者

においても検討が行われ、糖尿病患者の腸内では Lactobacillus属の細菌や大腸菌が多く認

められ、また酪酸を産生する細菌が減少していることが明らかとされている。このような場

合に他人の腸内細菌を便微生物移植術により移植すると、二型糖尿病患者のインスリン抵

抗性が改善されたという報告もある。猫において肥満や運動不足は、ヒトと同様に二型糖尿

病の発症リスクを増大することが報告されている。健常猫において様々な種類の繊維を給

与後に糞便のマイクロバイオームが変化したというような報告はあるものの、肥満や二型

糖尿病の猫で糞便マイクロバイオームを検討した報告はない。そのため、それらの治療によ

り糞便マイクロバイオームがどのように変化するのかも猫においては明らかでない。 

 

2．研究の目的 

研究１ 

まず最初の研究として、獣医療法食である市販のフードの中で、構成の異なるフードとして、

高タンパク質、高繊維、低脂肪、低炭水化物食である糖コントロール(ROYAL  CANIN 日

本、東京)、高繊維、高蛋白質、低脂肪、低炭水化物食である満腹感サポート(ROYAL CANIN 

日本、東京)、低脂肪、高炭水化物、高蛋白質食である消化器サポート可溶性繊維(ROYAL 

CANIN 日本、東京)、低タンパク質、高脂肪、高炭水化物食である腎臓サポートスペシャ

ル(ROYAL CANIN 日本、東京)を用いて、これらのフードが健常猫の腸内マイクロバイ

オームに与える影響について検討することを目的とした。 

研究２ 

また、上記のデータをもとに 2 つ目の研究として、可溶性食物繊維やプレバイオティクス



繊維が含まれている食事が、軟便や下痢などの消化器症状を起こす猫にどのような影響が

あるのかを検討することを目的とした。特に臨床症状の変化や給与前後の糞便マイクロバ

イオームに着目した。 

 

3. 研究の方法 

 

研究１ 

試験前にあらかじめ一般身体検査、血液一般検査、血液生化学検査にて健康だと判断された

健常猫 5頭を無作為に 4群に分けた。糖コン食、満腹感食、消化器食、腎臓食の各試験食を

Latin square designで 21日間ずつ、1日 2回、朝夕に給与した。試験食は、各供試動物の

それぞれの維持エネルギーに合わせ、体重変動がないように体重変動に合わせフード量を

随時変更した。各試験食の切り替えは 3 日間で行った。各試験期間の最後の 3 日間で排泄

直後の新鮮な糞便を採取し、糞便スコアをウォルサム研究所の糞便スコアに基づき、記入し

た。その際、それぞれの糞便採取の 2日前に採血し、CBC検査、生化学検査で異常がない

ことを確認した。採取した糞便は外部の菌の混在を防ぐために糞便の内部を専用の容器に

入れ、残りの便はジップロックに入れ－80℃で保存した。専用の容器を冷凍でアニコム先進

医療研究所に輸送し、腸内細菌解析を行った。 

研究２ 

また、軟便や下痢の猫の症例に対し、可溶性食物繊維やプレバイオティクス繊維が含まれて

いる食事を給与し、給与前および給与後 2か月の糞便を採取し、同様にサンプルを処理し、

アニコム先進医療研究所に輸送し、腸内細菌解析を行った。同時に臨床症状の変化について

も検討を行った。 

 

４．研究成果 

 

研究１ 

結果として、高脂肪食である、腎臓サポートおよび高繊維食である消化器サポート可溶性繊

維で特徴的な糞便マイクロバイオームになることが分かった。猫では脂肪と繊維の量が糞

便マイクロバイオ―ムに大きな影響を与えると考えられた。特に繊維源を与えるとやせ型

の腸内細菌叢である、糞便中の Bacteroidetes門が低下し、Firmicutes門が上昇した。一方

これら 4 種のフードにおいて、菌の種類の豊富さを表す多様性指数も異なっていた。やは

り、繊維を与える方が多用性指数は高い傾向があった。本研究結果は研究論文を現在執筆中

である。 

研究２ 

結果として、臨床症状は大きく改善し、それに伴い糞便マイクロバイオームにも変化が認め

られることが分かった。しかしながら、ほぼすべての症例で臨床症状は改善したものの、症

例全体の傾向として同じ腸内マイクロバイオームの型になることはなく、症例により様々

であった。さらに多様性指数はフードを給与する前と後で大きく変化はせず、臨床症状の改

善には腸内細菌叢の変化がかかわっている可能性が示唆された。これらの結果は現在更な

る統計解析を行っていて、論文の執筆、投稿を目指す。 
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